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・8歳ごろ ：UFOを間近で見る

・1989年：ヴァージニア州で医師免許

・1955年生まれ

・1990年：地球外文明へ接触するために
外交・技術研究の研究所設立

（CSETI、地球外知性研究センター) 

・1993年：ディスクロージャー・
プロジェクト開始

政府保有の UFO・地球外知性に関する
先進エネルギー技術、推進技術の情報

を公開すること



2001年：ワシントン米国記者クラブで
記者会見を行い、元政府職員
総勢20名による証言を発表



2023.6.12



秘密基地の場所：全米・米国外
で１４５ヶ所（内 米国外８ヶ所）



その一つ：ロッキードマーチン社

地下基地への入り口

・１９４０年代 電気ヴェーダ電磁場
推進装置 の研究を開始。
・UFOが多数ある



２００３年：オクラホマ州の田舎町
ＵFO回収現場の画像

関与する宇宙文明は ６～７０



内部告発者が配属された
地下基地で見たという ＵFO

正確には ＡＲＶ＊ 即ち、地球製ＵFO
＊ Alien Reproduction Vehicle



ネルス空軍基地
近くのＵＡＰ
直径２０ｍ

目撃された
宇宙人

身長１５０ｃｍ



・地球外知的生命体のグループは
概して 敵対的ではない。

・これら 地球外テクノロジーは、
リバースエンジニアリングされている。
エネルギーと推進力につながる技術。

・１９５０年代 以来、極秘組織が 法的
政府の監視を受けず プロジェクトを
実行している。（違法な秘密プロジェクト）

１／２



・これら組織はまた、ＥＴ機をターゲット
に 時に撃墜に成功している。

２／２

・これら行動は 世界の安全保障に
対する差し迫った重大な脅威。
直ちに抑制する必要がある。

・我々は、ＵFO問題を調査するための
米国議会の現在の行動を称賛する。



違法な秘密プロジェクト

違法秘密政府＊ ＵＦＯプロジェクト
＊：ILLEGAL SECRET GOVERNMENT

・諜報機関と軍は 犠牲者。
・米国プロジェクトと並行し、多くの
他国でも実行。
・ＩＳＧは 国境を意識せずに活動。
・ＩＳＧ運営は、恐喝・脅迫・贈収賄。



内部告発者１

元海兵隊員 エレーラ氏
２００９年 インドネシア任務中

スマトラ島での大地震の現地援助

大型輸送ヘリ
ＣＨ５３



内部告発者２

元陸軍軍曹 ディグナ氏
２００１年

CA州 陸軍訓練センター

高さ：約６０ｍ
約５０ｍ Ｘ 約３０ｍほどの物体



内部告発者３

元陸軍 ロング氏
２０１０年

NC州 陸軍駐屯基地

基地の付き添い兵がガード
極秘施設レンジ１９に立ち入り

浮上している



内部告発者４

元レイセオン社 ヘッカー氏
２０１０年

南極 ニュートリノ観測所

２０４７Ｖの電力伝送できる装置

エネルギー伝送装置
通信装置
地震発生装置



ET機 ｖｓ Ｍａｎ Ｍａｄｅ

Alien Reproduction Vehicle











https://astro-scitech.seesaa.net



ご清聴 ありがとうございました
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